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株式会社アキュラホーム  

 
 

 
 
 
 
  

木造注文住宅の株式会社アキュラホーム（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：宮沢俊哉）は、令和元年8月7

日(水)・8 日(木)に農林水産省で開催された「こども霞が関見学デー」で、カンナ削りの“木のストロー”をつくるワー

クショップを開催し、２日間で１００名を超える子供たちが参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちがカンナ削りの“木のストロー”制作に挑戦         当日配布されたこども霞が関見学デー限定の“木のストロー” 

 

こども霞が関見学デーでは、林野庁木材利用課とアキュラホーム東京エリアの社員が連携し、ワークショップを

実施しました。子供たちは、「木のストローをつくれて嬉しい」「自由研究でもっと研究したい」などと、木のストロー

づくりを楽しんでいました。また、農林水産大臣室を見学した子供たちには、カンナ削りの“木のストロー”がお土産

としてプレゼントされました。 

 

昨年 12 月発表以来、カンナ削りの“木のストロー”は、森林保全や廃プラの解決につながるアイテムとして、環境

への貢献・技術力が認められ、広く認知されています。また一方で、普及・木育の一環としてワークショップの実施

も各所で行い、好評いただいています。アキュラホームグループはこれからも環境貢献企業として、日本の環境問

題、木の文化の継承に注力してまいります。 

 

＜これまでのワークショップ開催実績＞ 

みどりの感謝祭（林野庁木材利用課）／みなとみらい Park Day Night（ヨコハマＳＤＧｓデザインセンター）／みなと

みらい本町小学校での木育授業を実施（横浜市）／「みんわらウィーク」ワークショップコレクションに出展（消費者

庁）／こども霞が関見学デー（林野庁木材利用課） 他 

 

府省庁の「こども霞が関見学デー」で 100名超の子供がワークショップに参加 

環境問題解消の一助となるカンナ削りの“木のストロー”づくりが人気 


